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研究分野
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学歴

経歴

所属学会（役職）

【2015年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

（２）論文

1

（３）学会発表

1 共著
埼玉県立大学保健医療
福祉科学学会第6回学
術集会

○渋谷えり子、會田
みゆき、平野裕子

2015.1

（４）その他

1 共著
埼玉県立大学奨励研究
報告書

○會田みゆき、木村
伸子

2016.2

2 共著
埼玉県立大学奨励研究
報告書

○平野裕子、會田み
ゆき、渋谷えり子

2016.2

２．競争的資金等の研究

研究期間

1

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2016.1

（２）演習

1 2015.4,7

2 2015.7

3 2015.12

4 2015..11

5 2016.1

（３）実習

1 2015.5～6

2 2015.7.

3 2015.9.

（４）論文指導

1 2015.4～2016.1

成人看護学Ⅲ

総合実習

手術治療を受ける患者の看護のNursing　Process　PBLのテュー
ターを担当した。

総合実習の企画者として、ガイダンス、発表会の準備および運営を
担当した。

成人看護学実習Ⅱ
３年次生を対象に内科系病棟にて8週間臨地実習指導を行った。看
護過程が展開できるよう、学生のつまづきに応じ個別指導を実施し
た。

成人看護学Ⅳ 看護技術演習（排痰を促す援助技術・フットケア）を担当した。

ヒューマンケア体験実習
２施設学生７名を担当した。施設側との連絡調整を行い実習が円滑
に進むよう配慮した。

卒業研究 主指導：学部学生３名

成人看護学Ⅳ 事例による看護過程展開の演習（グループワーク）を担当した。

該当なし

成人看護学Ⅱ フィジカルアセスメントの演習の補助を担当した。

成人看護学Ⅳ 内分泌・代謝機能に障害のある患者の看護について講義を行った。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

臨床実践看護
科目責任者として、演習およびグループワーク、認定看護師による
講義の運営を計画し、事例の看護過程展開ワークおよび技術演習、
突発事象を含む多重課題演習を適切に実施した。

研究名、研究代表者・研究分担者の別

該当なし

災害看護教育に関する一考察-救護所設
営訓練の実習効果の検討-

大学生の健康度および生活習慣に関する
研究

基礎教育における災害看護教育方法の
検討に関する研究

競争的資金等の名称

該当なし

成人看護学

修士（保健学）

1986年弘前大学教育学部特別教科看護教員養成課程、
2014年女子栄養大学栄養学研究科保健学専攻修士課程

1986年虎の門病院看護師、1989年埼玉県立衛生短期大学看護学科助手、1997年埼玉県立衛生短期大学
看護学科講師、1999年埼玉県立短期大学部看護学科講師、2005年埼玉県立大学保健医療福祉学部看護
学科講師

日本看護研究学会、日本糖尿病教育・看護学会、日本糖尿病学会、埼玉県立大学保健医療福祉科学学
会



（５）その他

1

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 2014.7～現在

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

５．学内運営（委員会委員）

1

2

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1 埼玉県看護協会 2015.6

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

委員

該当なし

該当なし

該当なし

ハラスメント相談員

埼玉県看護協会会長表彰受賞

該当なし

総合実習科目運営担当（看護学科）

該当なし

春日部市防災会議


